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▪ PIARC 活動戦略

▪ PIARC TC1.5 災害マネジメントの組織体制

3

WG1: 異常気象への対応

リーダー: Marcelo MEDINA（チリ）

WG2: ソーシャル・レジリエンス

リーダー： 藤田智弘（日本・国総研）

WG3: インフラのレジリエンス

リーダー：John LAMB（英）

WG4: PIARC防災マニュアル

リーダー：尾幡佳徳（日本・阪高）

横断的テーマ

多様性・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 脱炭素
技術委員会のテーマ

リーダー：
四井（日本・東大）

GLIFFIN（英）

リーダー：
LAMB（英）

レジリエンス 脱炭素 多様性・ジェンダー

１．2024-2027サイクルでの調査研究内容
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TC1.5.1 異常気象への対応

• 道路管理者は、災害に強い道路の構築、災害に迅速に対応する運用法の構築
により、益々激甚化、頻発化する災害に備えなくてはならない。

• 各国の異常気象災害対応状況を国際調査。

１．2024-2027サイクルでの調査研究内容

異常気象への関心度

洪水・大雨

森林火災

大雪

熱波

台風・ﾊﾘｹｰﾝ・ｻｲｸﾛﾝ・海竜巻
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TC1.5.1 異常気象への対応

• 道路管理者が抱える困難な課題とは、

１．2024-2027サイクルでの調査研究内容

共通課題：財政難・インフラの老朽化 北米の課題：教育訓練 北・中央ｱﾌﾘｶの課題：政策？
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TC1.5.2 ソーシャル・レジリエンス

• 災害対応は、関係者が一体となって行うことが重要。
• 協調：「①道路関係機関内」のレジリエンス：Tech-Force、Liaison

• 協働：「②道路関係機関間」とのレジリエンス：災害時の相互協力

• 各国のソーシャル・レジリエンス構築状況を国際調査

１．2024-2027サイクルでの調査研究内容

国際調査を実施（回答数：27）

早期警報システム等により災害情報を共

有することで、地域住民らは自ら行動を起
こし被害を軽減することができる。

異常気象に対応するため、災害情報や気

象情報を検知するセンサー等の導入や事前
に役割を決めて訓練を行うことが必要である。

Key Findings 
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１．2024-2027サイクルでの調査研究内容

TC1.5.3 インフラのレジリエンス

• サプライチェーンをサポートする「道路のレジリエンス」

• 演習、新技術、マネジメント手法、道路啓開技術を共有

• 各国の道路防災対応状況を国際調査

Rapid Impact Assessment
https://stormchain.org/how-it-works/防災部局がありますか

YES: 69.2%

NO: 

19.2%

In development:

19.2%
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TC1.5.4 PIARCマニュアルの更新

• 2022夏発刊の「PIARC災害マネジメントマニュアル」
• 日本の防災技術を紹介（日本防災プラットフォーム（JBP）と協働）

• 2024年： PIARCサイト訪問者の８人に１人が訪問

• 仏西版作成 （JBPとして初の仏西語の技術資料）

• 2020-2023ｻｲｸﾙの成果（ﾌｧｲﾅﾝｽ、ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ）の取込み及び最新防災技術掲載予定

１．2024-2027サイクルでの調査研究内容

英語 仏語 西語
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１．2024-2027サイクルでの調査研究内容

GID-TF 多様性・ジェンダーと災害マネジメント
• 道路防災では、「災害時要配慮者」という視点が従来より重要。

• 道路防災を、「多様性」や「ジェンダー」の視点からも考えてみよう！

Stockholm’s Gender-Based Snow Clearing
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Snow_removal_a711.jpg

https://www.equitytool.org/equity/

国際調査を実施（回答数：27） 2025年5月道路災害マネジメントに関する国際ワークシ
ョップでのセッション開催とその成果を国際誌に投稿

Key Findings 

一部の国では、自然災害に対す
る事業継続計画や防災計画にジ
ェンダーやインクルージョン、
多様性の視点が組み込まれてい
る一方で、他の国々ではこれら
が十分に反映されておらず課題
となっている。

Key Findings 

 災害対策・対応における、粒度の細か
いデータ（属性別に適切に分解された
データ）の収集と活用の必要性。

 災害管理の初期段階から、多様性・ジ
ェンダーを考慮し、すべてのコミュニ
ティおよびあらゆるレベルの関係者が
参画・協働することの重要性。

 災害管理のあらゆる段階において、脆
弱な立場にある人々を含むすべてのグ
ループに、公平な役割や機会を提供す
る必要性。

 政策立案・ガバナンスにおいて、最初
の段階からジェンダー及びインクルー
ジョンの視点を組み込むことの重要性。

https://sustainability-coalition.org/publication/the-climate-resilient-infrastructure-report-a-focus-on-gender-equality-disability-and-social-inclusion/
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１．2024-2027サイクルでの調査研究内容

Decarbonization-TF 脱炭素（低炭素）
• 脱炭素の視点からは外れた分野（脱炭素⇔適応）であるものの、「持続的な社会」
の実現に向けて必要な課題として取り組もう！

• TC1.4 ”Climate Change”委員会と協働
• ソフト的な貢献： 迅速な災害復旧マネジメント（適応策）

• ハード的な貢献： 強靭化は将来炭素排出を抑制（適応策）

災害ガレキ（溶岩）の復旧利用（スペイン） 2021
https://proceedings-prague2023.piarc.org/rs/files/4593/IP0295-PRESENTATION.pdf
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２．日本のミッション、目指す成果

日本の防災技術情報の発信

• PIARCセミナー等活動を通じた発信

• 防災減災技術輸出への側方支援

世界の防災技術情報の還元

• 異常気象災害への取組事例の収集

• インフラレジリエンス取組み事例の収集

Source: Presentation by ADACHI and Fujita at the PIARC ExCOM meeting at Cape Town in October 2024 

Source: Saul Nuccitelli, FloodCast – A Framework for Enhanced Flood Event Decision Making for Transportation Resilience, PIARC Indonesian Seminar in Yogyakarta in November 2022 
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２．日本のミッション、目指す成果

日本の防災技術情報の発信
• PIARCセミナー等活動を通じた発信

• 過年度より、PIARCレポート・セミナーを活用して、日本のケーススタディを多数発信
• 2024年～2027年サイクルでも、皆さまの協力を得ながら防災技術情報を発信中

【情報発信事例】
• 能登災害への対応
• 豪雨時通行規制の高度化
• 予防的通行規制の導入
• 高速道路の災害対応力強化
• ｲﾝﾌﾗﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの高度化
• 地震時災害対応の高度化
• 強風時橋梁通行管理の高度化

英国

日本

南ア
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２．日本のミッション、目指す成果

世界の防災技術情報の還元
• 異常気象災害への取組事例の収集

• 「道路災害マネジメント」に関する国際ワークショップを大阪で開催。REAAA協働セッション。
（現地：約160人、オンライン：約370人）

• 「Road Closure Criteria」（通行止め基準）」に関する会議を大阪で開催。

• PIARC災害マネジメントマニュアル仏西版作成 （JBP初の仏西語の技術資料）

「Road Closure Criteria」（通行止め基準）」に
関する会議

PIARC＆REAAA
セッションレポート

大阪ワークショップ



World Road Association • Association mondiale de la Route • Asociación Mundial de la Carretera • www.piarc.org

２．日本のミッション、目指す成果

世界の防災技術情報の還元
• 異常気象災害への取組事例の収集

• 「Road Closure Criteria」（通行止め基準）」

規制種類 事後通行規制 事前通行規制
早期警戒

予防的通行規制

イメージ

主たる目的 発災後２次災害防止 発災による被害防止
【早期警戒】
行動変容による被害最小化

更なる目的
【予防的通行規制】
強い行動の転換の誘導

トリガー 発災情報
気象観測情報 少数の国
道路管理者判断 多数の国

気象予報情報

とりまとめ中
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２．日本としてのミッション、目指す成果

▪ポルトガル版 Tech Force ▪南ア版 権限代行

世界の防災技術情報の還元
• インフラレジリエンス取組み事例の収集

２．日本のミッション、目指す成果

• 南アで行った「レジリエンス構築のロードマップ」会議で得られた事例
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３．今後の活動予定

国内関係者との連携

• 国内委員会活動 年１～２回開催 過去３回開催
〇委員長（宮武 土研） 副委員長（藤田 本省防対室）

●日本の防災技術の発信と海外の防災技術の還元
●JBPと協力したPIARCマニュアルの改善

国際技術委員会 会議への貢献

• 委員会開催時に、情報共有イベント開催予定

• 「情報共有イベント」への貢献を各機関に依頼
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３．今後の活動予定

会議 日時 場所 備考

第１回会議 2024年 2月 仏国・パリ －

第２回会議 2024年10月 英国・バーミンガム Highways UK 2024

第３回会議 2025年 5月 日本・大阪
PIARC ワークショップ

通行止め基準に関する内部会議

第４回会議 2025年10月 南ア国・ジンバリ
PIARC セミナー

レジリエンス構築に関する内部会議

第５回会議 2026年 3月 仏国・シャンベリー

PIARC シャンべリー大会

２ 技術セッション 主宰予定
1 ワークショップ 主宰予定
１ 戦略セッション 貢献予定

第６回会議 2026年10月 チェコ国・プラハ
チェコ国道路会議

技術セッション 主宰予定

第７回会議 2027年 春 （TBD) PIARC セミナー

第８回会議 2027年10月 加国・バンクーバー PIARC バンクーバー大会

国際技術委員会 会議の予定
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おわりに

国内委員会（オブザーバーの方を含む）の皆さま

ワークショップやセミナーでご協力いただいている皆さま

国際委員会の皆さま
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